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岡山大学温泉研究所業績目録 (T959･1970)その T
温 泉 医 学 部 門
7 ,温泉医学に関する題目
山本泰久 (1959)･関節リウマチの貧血に関する臨床的研
究(第3報)･関節リウマチ貧帖こ及ぼす温泉治療,各
種貧血治療剤の影響,岡大温研報,26.50-65.
森永 蒐 (1960).温泉治療の実際について.温泉科学,
Il,57-60.
森永 寛 (1960)･高血圧症と動脈硬化症の温泉治療法.
日本温泉気候会誌,25,16-25.
森永 寛 (1960)･リウマチの保存療法-温泉を申,Llとし
て-.リウマチ,3,128-133.
森永 寛(7960)･花泉療法について.メデカルモチダ,
24,30-32.
森永寛,北山稔,桑m昭 (1961).放射僕泉の飲r円につい
て.日本温泉気候会誌,25,321-330.
よりみたt,TE?L泉浴の作用について_ 同大況研軋 30,
ト13.
河田義郎 (1962)･皆_'fl三温泉の医学的研究 聞 1鞄 皆持.温
泉飲用の胃酸分掛 こ及ぼす彩雲軌 間大淀研報, 30,
14-19.
北山稔,桑田昭 (1962).温泉の循環器に及ぼす環境医学
的研究(第1報)･鳥取県中部地区の温泉所在地FTltI民の
心電図異常所見.岡大温研報,30,20-35.
森永 寛(1963)･リウマチ性疾患のt,F]Lu泉療法.日本臨床,
21,1113-1120.
森永 寛 (1963).痛風症の温泉療法.臨床内科小児科,
18,673-679.
北山稔,河田義郎 (1964).三朝温泉入浴が諸種内科疾患
々者の心電図に及ぼす影響 (第1報).j打､浴時の心J.l=E図
の変化について.同大温研報,33,29-38.
北山稔,江沢英光 (1964).日本に放ける水治療の現況に
関する調査.岡大flE7Lu研報,33,39-50.
北山稔,河田義郎,江沢英光()964).水治療法について.
口内会誌,53,302-308.
森永 寛(1964).リハビリテーションと況泉療法.臨床
と研究,41,250-254.
森永 罪(1964).痛風と浸炭と.医人,13(6),3-9.
北山 稔 (1965).現代医学の立場からみた温泉 ･水治 ･
理学療法.付)過去10年間における温泉 ･水治療に関
する欧文文献集録.岡大温研報,35,101一三0〕.
飛うこ 寛 (1965).慢性病と氾朱療養.最新医学,20(臨
時増刊),83-84.
森永 罪(1965).況泉療養,特に栢夙について.香川県
lJi一昭会誌,17,29137.
森永 貴 (1965).fn見療養とリハビリテ-ション.鳥取
県医師会報,119,1-5.
森永 蒐(1965).痛風と温泉と.同大湿研報,35,7-10.
森永 買 (1965).痛風柾の温泉療養.岡大混研報,35,
67-74.
河m義郎 (1966).痛風症の温泉療養に関する研究.日木
温泉気候物理医学会誌,30,i-13.
北山稔,的場邦和 (1966).循環系に及ぼす放射能泉の疫
学的研究 (ll)三朝温泉地住民の心電図所見 (予朝).
同大混研搾,36,ト5.
的場邦和,八幡隆昭,江沢芙光,井上妙子 (1966).三朝
i,n泉地の気候について.-過去10年間の集計-.同大
温研報,36,31-36.
森永 招 (1966).li.Tn泉の効用 (8)糖尿病とFE7PL泉.実SF/W-I
#,412,196.
森永 ,717(1966).才F満との効用 (9)痛風と温泉.実験冶槙,
413,220.
江沢芙光 (1967).慢性関節リウマチの温泉 ･金製剤Ijl'用
療法について.岡大温研軌 37,1-19.
森永 琵(1967).痛風症の171泉療養に関する研究.rlJrJElj
放送学術文化財団リポート,7,1-5.
森永 寛 (1967).温泉の効用.関大医学会誌,79,9-22.
森永 寛 (1967).温泉の治療効果に対する考察一物fl理的
作用因子(温熱と機械的作用)と治柄効果.温泉の 1)
ハビリテーションへの応用.日本温泉気候物理医学会
誌,31,1ト14.
森永 frE(1968).療養施設としての飲泉ホ-)i/について.
国立大学院会会報,41,78.
八幡隆胴 (1969).温泉治療の血液pH,Pc()2並びに P(I.2
に及びす影響に関する研究.第r編.測定機器T](び測
定条件の吟味.岡大温研報,38,1-10.
八幡隆昭rl969).氾泉治療の血液 pH,Pcoご_-:lL'7.びにPt)二
に及ぼす影響に関する研究.第II編.韓理的及び病的
諸因子と血液pH,P(.｡2加.びにPo空との関係,関大iJLl
研報,38,ll-26.
八幡降昭 (J969).沿泉治療の血液pH,PLJl()2並びにP()_,
に及ぼす影響に関する研究.第111編.全身浴,部分浴
及び泥湿布の血液 pH,並びにガス分圧に及ぼす影響.
関大温研報,38,27-44.
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II 温泉に関係しない題目
山本泰久 (1959).関節リウマチの貧血に関する臨床的研
究 (第2報).関節 リウマチ患者の血清鉄量の消長につ
いて.付)血清銅量.同大温研報,26,31-491
涌谷卓伯,高田超繭,山本泰久 (1959).リウマチ性疾患
のブタゾリジン治療について.臨床内科小児科,14,
1539-1543.
森永 寛(1961).関節リウマチの金 (Solgana1-B)療法
について.リウマチ,3,161-164.
森永 寛(1961).リウマチについて.中国理学治療技師
会誌,10,10-12.
北山稔 ･桑田昭･河田義郎 (1962).痛風症の臨床的研究
(第1報)症例の報告,(第2報)本邦における報告例の
集計.岡大湿研報,30,55-71.
熊本実相 (1962).更年期障害に関する研究(第1報).2-
3の臨床的考察と1治療.岡大温研報,30,46-54.
森永 寛(1962).関節リウマチの内科的療法一特に金治
療について-.臨床と研究,39,524-531.
森永寛･北山稔 ･桑田昭(1962).痛風症の2例-本邦に
おける報告例の集計について-. 臨床と研究,39,
152ト1525.
森永 蒐(1963).関節リウマチ治療の実際.綜合臨床,
12,2129-2134.
森永 寛(1963).リウマチ血清反応,-リウマチ因子を
めぐって一関節液中のリウマチ因子. リウマチ,5,
158-160.
森永 寛(1964).オステオポロ-ジス.Medicina,1,
856-858.
森永 質(1965).リウマチ因子の疫学的調査.リウマチ,
6,15-16.
江沢英光(1966).農村における慢性リウマチ病の疫学的
調査研究.岡大温研報,36,41-53.
八幡降昭 ･的場邦和 ･竹信Frj恵(1966).痛風症の臨床的
観察.岡大温研報,36,7-13.
井上正勝 ･森永寛(1967).農村民の医学的調査 (第3報)
農村における高血圧の頻度について,岡大温研報,37
37-42.
江沢英光(1967).
について.付)
21-30.
森永 寛(1967).
420.83-85.
森永 寛(1967).
リウマチ,7,
的場邦和 (1969).
内科的疾患におけるRA-testの陽性率
関節液のRA-test.岡大混研報,37,
痛風とリウマチの鑑別診断.実験治療,
慢性関節リウマチの疫学一山陰地区一.
188-191.
農村民の医学的調査 (第4報)農村在任
者の保健に関する医学的調査研究.同大温研報,38,
45-76.
御船政明(1969).血液 トリグリセライドの定量.岡大温
研報,38,77-84.
御船政明･網本書久恵(1969)･血清脂質ことに血清トリ
グリセライドの定量.臨床病理,17,583-588.
付)岡山大学温泉研究所温泉医学部門は日本 リウマチ
協会薬効検定委員会のメンバーとして以下の軍曹
に参画している.
日本リウマチ協会薬効検定委員会 (1965).フルフェナ ミ
ン髄の効果予備試験成績,日本医事新報,2152,7-9.
日本リウマチ協会薬効検定委員会 (1967).新抗リウマチ
剤 7bufenacの薬効検定.リウマチ,8(2),1-6･
口木リウマチ協会薬効検定委員会 (1967).慢性関節リウ
マチに対するDMSOの薬効検定.リウマチ,8(2),7ェ13.
口本l)ウマチ協会薬効検定委員会 (1968).慢性リウマチ,
骨関節炎におけるインドメサシン薬効検定.日本医師
会難詰,59,738-792.
CommitteeforDetermination orPharmacologlCal
EFects,JapanRheumatism Associatl'on(1969).
Determination of'pharmacologlCal EHects oil
TndomethacinlnChronicRheumatoidarthritisand
O.lteOartlritis.-StudybyMulticlinicalTrials-
AszlanMed.J"12,91-112.
E]本リウマチ協会薬効検定委員会 (1969).慢性関節1)ウ
マテにおけるAzapropazo1eの薬効検定.リウマチ,
9,1()9-183.
塩 泉 化 学 部 門
Uh1EMOrO.S.(i961).Anexampleof-Variationin
constituentsoHlOtSPrlngS,Geochim.Cosmochim.
Acta21.239-246.
1loNDA.M"LJ＼1E110TO,S.andARNOLD,J.R.
(1961). RadlOaCtivespeciesproducedbycosmic
raysinBruderheimandotherstonemeteorites.J.
Geop/7yS.Res.66.3541-3546.
梅本春次,渡辺昌介(1961).陰イオン交換樹脂によるウ
ランの分離に関する研究.同大温研報,29,7-19.
梅本春次,市川倫夫 (1961).チオシアン酸アンモニウム
によるウランの比色定量法.岡大塩研報,29,20-27.
UM…OTO,S.(1962).Tsotopiccompositionorbarium
andceriuminstonemeteorites.J.Geophys.Res.
67,375-379.
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梅本春次,酒井 均,松井義人, 山本雅弘,池F‖耕三
(1964)･分析化学進歩総説 (1964), 岩石 ･鉱物分析,
2･核種.分析化学,13,135R-140R.
ulEMOTO,S.(1965).U234/U234jnseawaterFromthe
Kuroshioreg】on.JIGeop/ZyS.Res.70,532615327.
梅本幸次 (1965)･地球化学と宇田化学.同大郡 胴弱.35.
1ト13.
梅本春次 り965)･天然における247cmの存在を求めて.
同大温研報,35,51-56.
楠本春次 (1965)･天然における2‥-1し-:2Ei'U.岡大温研鞘,
35,37-66.
稿本春次 (7966)･ウラン同位体の地酎 ヒ学.化学の領域,
20,9-18.
UMEMOTO,S･(1967).DeterminationOrU:34/U2=iHor
uraniuminnaturalmaterlals.RadI'ochl'〃7.Acra8,
107-lil.
梅本春次 (1967).鳥取県東郷鉱山における U:W/'!､U.
岡大温研報,37,31-36.
郡 Jli政明,大月富美雄 (1961).鳥取県三朝温泉のフッ素.
同大温研報,29,28-37.
阪上正信 (1959)･広範囲濃度にわたると素,リンの迅速
逐次定昂法.分析化学,8,675-677.
阪上正信 (1959).三朝温泉地における水質および水位に
関する研究.岡大温研報,25,13-23_
梅本春次,阪上正信 (1959).放射性堆積物の地球化学的
研究,第 1軋 鳥取県人形峠堆積層とこれに含まれる
ウラン,ラジウム,日本化学雑誌,79,27-32.
頂上正信 (1960).放射性堆積物の地球化学的研究,節2
報.人形峠鉱山の坑道内夕tにおける天然水のウラン含
有量.日本化学雑誌,81,896-898.
阪上正信 (1960).放射性堆矧 勿の地球化学的研究,第3
報.人形峠雅積層中のウラン,リン,ヒ素.日本化学
雑誌,81,898-902.
阪上正信 (】960)･放射性堆積物の地球化学的研究,第4
報.三朝屑離礁積層中に存在する炭質物のウラン,ゲ
ルマニウム.円本化学雑誌,8),1520-15ヱ3.
頂上正信 (1960).放射性堆積物の地球化学的研究,第5
報.推積型ウラン鉱床におけるイオウとウラン.｢1本
化学雑誌,81,1523-1527･
阪上正信 (1960).鳥取県三朝温泉水rlのヒ素,ゲルマニ
ウム,セレンーならびに温泉水中の リン酸,イオン定
量法について.日本化学雑誌,81,24ニー246.
阪上正信,市JH倫夫 (1961).微量ウランのケイ光定昂∴
回転式溶融炉の試作ならびにその他の検討.分析化学,
43
10,645-651.
SAK^ NOUE,M.(1961),Studiesonthecoulometric
determinationof'umnlum (VI)andthallium (I)by
controledpotentialelectro一ysis.岡大温研報,27,
7-9.
rTモ｣･正信,御船政明 rl961).鳥取県浜村および鹿野地区
fl.71見地の地球化学的研究および鳥取県中部にある諸温
泉の泉質の比較検札 岡大温研報,27,25-44.
奥野孝晒,板上正信 (1961).ネオトリンによるジルコニ
ウムの比色分析法.岡大温研報,29,1･6.
限上TE信,御船政明 (1961).関金温泉地の調査研究.水
温および化学成分について.同大温研報,29,38-49.
阪上正信,杉原健 (1961).鳥取市内温泉の試錐による調
査研究.水温および化学成分について.岡大混研報,
29,50-57.
杉原 健 (1960).温泉水中の銀の微昂分析法.日本化学
雛誌,81,77-80.
杉原 雌 (1960).温泉水中のラドン含重と水素イオン濃
度との関係,ならびにそのひん度分布 円木化学雑誌,
81,1064-1067.
杉原 他 日960).本邦t,TL泉のラジウム合符~と水素イオン
濃度との関係.口木化学雑誌,81,11771
杉原 健 (1960).三朝温泉の化学組成の時間的変化とそ
のひん度分布,ならびに本邦温泉の泉温のひん度分れ
口本化学雑誌,81,1232-1237･
梅本春次,杉額健 (1959),鳥取県三朝温泉の化学的研究,
第 1報.ラドン含ilrこの変化について,日本化学雑誌,
80,】コ46-1249.
杉原 健 (1960).1､ゝ板県三朝温泉の化学的研究,第2m,.
況泉の主要成分の変化について.口木化学雑誌,81,
59-72.
杉原 健 (1960).鳥取県三朝温泉の化学的研私 第 3鮎
鳥取県三朝温泉のマグネシウム含S･.の変化について.
r1本化学雑誌,81,21912221
杉原 健 rl960).ノ特攻県三朝温泉の化学的研究,第41払
1日1J取県三朝温泉の鉄含fご･の変化について.｢1本化学邦
誌,81,222一二25.
杉原 健 (1960).鳥取県三朝温泉の化学的研究,第5縄.
ケイ概合墨の変化.Fl本化学雑誌,81,7031710.
杉原 健 (1960).ノLr;取県三朝温泉の化学的研究,第6報.
硫化物イオン濃度の変化.日本化学雑誌,81,703-713.
杉原 健 (1960).一口J放県三朝温泉の化学的研究,第 7軌
鳥取県三朝温泉の湧出量,地下水位,川の水位の変化.
日本化学雑誌,81,884-887.
杉原 健 (1960).鳥取県三朝温泉の化学的研究,第 8報.
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鳥取県三朝温泉の新鉱泉の化学成分の変化ならびにIH
の水位,地下水位,降水量との関係.日本化学御託,
81,887-891.
杉原 槌 (1960).,r∴用丈県三朝温泉の化学的研究,第9報.
I.:J取県三朝温泉の地下水位,川の水位ならびに降水胃
との関係.日本化学雑誌,81,1055-1059.
杉原 健 (1960).鳥取県三朝温泉の化学的研究,第10乱
!､㌔取県三朝洞泉のラドンと湧出塁,塩素イオン濃度な
らびに気手品との関係.日本化学雑誌,81,1059-1063.
杉原 健 (1960).鳥取県三朝温泉の化学的研究,第11報.
鳥取県三朝温泉の泉堤と気温,湧lT!,冒二ならびに塩素イ
オン濃度との関係.日本化学難誌,81,12三日ユニ6.
杉原 僅 (1960).鳥取県三朝温泉の化学的研究,第12鞘.
漕潜水,降雨ならびに雪が温泉水におよぼす影響.∩
本化学雑誌,81,1226-1232.
杉原 健 (1960).鳥取県三朝温泉の化学的研究,第13報.
氾泉源水流の塩素イオン濃度の推定.日本化学雑誌,
81,139ト1395.
杉原 健 (1960).鳥取県三朝温泉の化学的研究,第14報.
気圧の変化と湧出琶ならびに塩素イオン濃度との関係.
口木化学雑誌,81,1395-1399.
S^ K∧T,H.UMEMOrO,S.,N K^^ 1^ NI,T.andKL･-
ROD^,H.(1965).Massspectrometcrsystemsfor
lSOtOPegeOChemistry,I. High sensitivity mass
spectrometry orraregasesbyasystem witha
gettel'10npump.質量分析,12,183-194.
SAKAI,H.(1965).Massspectrometel.Systemsforthe
isotopegeochemjstry,H.Precisionmeasurement
ortheisotol)Cratioor＼olatleelements.質範分析,
14,72-77.
S^ K^ I,H.'lndY^ MAMOrO,M.(1966).Fractionこト
lionof'sulrurisotopesintheI)rCPこ1).luion()fsulrur
dioxide,AnImprovedtcchnlqueTor【helrCCISIOn
l1nLlTysISOf'stこ1hlcsulrurJ.SOtOPeS. GeoclTem.J 1,
35-42.
SへKAT,rl.(1966).Sulf-ur】sotopechenllStryOfPo】y-
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